8-4-19　照査特別ＷＧ
1. 本年度の品質セミナーの実施方針

品質セミナーは平成12年度から継続的に実施してきている重要な協会活動である。
技術委員会/照査特別WGの主眼とする“専門技術（固有技術）”とマネジメントシステム委員会の取り扱う“管理技術”は内容及び対象者が違うため平成14年度から分離開催とし、「技術委員会/品質セミナー」では管理・照査技術者、若手担当技術者などの実務者層を対象にすることを明確にしてきた。今年度も同様の方針とした。
また、マネジメントシステム委員会及び品質向上専門委員会との連携のもと、「エラー防止とマネジメント」「エラーの実態と効果的な照査の事例紹介」のセッションを設けた。
本セミナーは協会の会員向けであるが、平成16年度より意見交換会等を通じて発注者団体にも協会活動の一端をご覧いただくべくご案内しており、本年も多数の方々の参加を得た。
2. 主な活動の記録

(1) 照査特別WGの構成

今年度も技術委員会の道路、道路構造物、河川構造物、土質・地質、ダム・発電、砂防・急傾斜、鉄道の各専門委員会委員でWGを組織し、10月のセミナー開催に向けてWG活動を推進した。


(2) 照査特別WGの開催

WG開催：4回（6～9月）

セミナー講師全体練習会：9月28日

(3) 品質セミナー資料の作成と更新

エラー事例の追加収集・整理、エラーの技術的分析と対応策を盛り込んだ平成18年度版のセミナーテキスト『成果品に関するエラーの事例集』（全684ページ）ならびにこれに基づくプレゼンテーション資料を作成した。

(4) 品質セミナーの開催

これらの準備のもと、全国9支部のご協力を得て、「技術委員会/品質セミナー～エラー防止のために～」を10月中に全国9箇所で開催した。参加者数は全体で907名であり平成14年度から分離開催とした以降最多の参加者となった。また、セミナーアンケートに見るようにその内容についても総じて高い評価を得ている。

3. 次年度の活動について

次年度も引き続き品質セミナーを開催する方向である。その内容の企画については、今年度の参加者アンケート等を踏まえ、技術部会で検討する予定である。

（照査特別WG代表　竹内　寛）
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エラー事例の技術的分析と改善策（内容）

（合計）

5分

	②はじめに
	15分

	③エラー防止とマネジメント
	30分

	④エラーの実態と効果的な照査の事例紹介
	50分

	⑤エラーの技術的分析と改善策
	(1)道路／トンネル
	60分

	
	(2)橋梁
	60分

	
	(3)河川構造物
	60分

	⑥土質・地質調査の計画、実施及び結果の評価
	60分

	⑦全体のまとめ
	15分

	⑧全体質疑応答、アンケート回収、閉会のあいさつ～閉会
	15分
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